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ＯＤＡの質の改善への
不断の努力

国民に理解され、支持
される効果的なＯＤＡへ

この「点検と改善」作業を今後も定期的に実施し、国民に説明

２．コスト縮減や業務内容の改善を通じた事業の効率化２．コスト縮減や業務内容の改善を通じた事業の効率化

技術協力技術協力
ＪＩＣＡ業務経費に係る包括的な効率化目標の着実な実施

有償資金協力有償資金協力
有償資金協力と関連のある調査等を新ＪＩＣＡの有償資金協力勘定の一部を活用して
実施し、案件形成の効率化・迅速化を追求

無償資金協力無償資金協力
新ＪＩＣＡの下での新たな無償制度の整備（迅速な実施決定、最適な工期・納期設定等）
事業参加者拡大への制度整備（標準契約書式の見直しのほか、想定できない事態へ
の対応や設計変更手続きの簡素化等につき検討）

ＯＤＡコスト総合改善プログラムＯＤＡコスト総合改善プログラム ＯＤＡ施設案件について１５％程度のコストＯＤＡ施設案件について１５％程度のコスト
縮減率を目指す（平成２０～２４年度）縮減率を目指す（平成２０～２４年度）

★「点検と改善★「点検と改善 ２００７」～今後の取組のポイント２００７」～今後の取組のポイント

１．戦略的なＯＤＡの実施のための援助政策の企画・立案１．戦略的なＯＤＡの実施のための援助政策の企画・立案
「選択と集中」の推進 →「国際協力重点方針」の早期策定
国際競争力のある援助実施に向け、新ＪＩＣＡの体制整備を進める
事業展開計画（ローリングプラン）の充実とそれを通じたプログラム化の推進
官民連携の推進、ＮＧＯ連携タスクフォースの提言実施

３．チェック体制の拡充と国民理解の促進３．チェック体制の拡充と国民理解の促進
新ＪＩＣＡの評価体制の確立、国際機関を活用した援助の評価の実施
不正行為を行った企業に対する措置規程、環境社会配慮ガイドラインの新ＪＩＣＡの下で
の一本化
ＯＤＡ広報ＴＶ番組の放送地域の拡大、報道関係者の現地視察の機会提供




